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【年通号数】公開・登録公報2015-037
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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月2日(2016.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源部から出射された光を変調して画像を形成する光変調部と、前記光変調部により形
成された画像を投射する光学部とを筐体内に備えるプロジェクターであって、
　前記筐体は、接続ケーブルがそれぞれ接続される第１接続端子部及び第２接続端子部を
該筐体の同一の面に備え、
　前記第１接続端子部は、前記第２接続端子部よりも奥側に、前記接続ケーブルのコネク
ターを前記面に対向する方向に差し込めるように配置され、
　前記第２接続端子部は、前記第１接続端子部よりも手前側に、前記接続ケーブルのコネ
クターを前記面に沿った方向に差し込めるように配置されていることを特徴とするプロジ
ェクター。
【請求項２】
　前記筐体は、該筐体を固定設置するための設置面部と、この設置面部の周囲に設けられ
る側面部とを備え、一の側面部に前記第１接続端子部及び前記第２接続端子部を備え、
　前記第２接続端子部は、前記コネクターを前記設置面部の側から差し込めるように配置
され、該側面部における前記第２接続端子部よりも前記設置面部から遠い側には、内部に
向けて窪む凹部が形成され、前記凹部の底部分に前記第１接続端子部が配置されているこ
とを特徴とする請求項１に記載のプロジェクター。
【請求項３】
　前記筐体は、前記面に該筐体内に冷却用空気を導入する複数の給気口を横並びに備え、
これら給気口の間に前記第２接続端子部が設けられていることを特徴とする請求項２に記
載のプロジェクター。
【請求項４】
　前記第１接続端子部は、少なくとも一の給気口よりも前記設置面部から遠い側に配置さ
れ、該一の給気口と隣接する他の給気口との間には、前記第１接続端子部に接続される接
続ケーブルを結束する結束部材が設けられていることを特徴とする請求項３に記載のプロ
ジェクター。
【請求項５】
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　前記筐体は、前記面の周囲に立設された立壁部を備え、この立壁部に平板状のカバー部
材が配置されることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載のプロジェクター。
【請求項６】
　前記カバー部材は、通風可能な格子部を備えていることを特徴とする請求項５に記載の
プロジェクター。
【請求項７】
　前記第１接続端子部は、少なくとも外部機器からの画像信号が入力される信号入力端子
を備え、前記第２接続端子部は、電源ケーブルが接続される電源供給端子であることを特
徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載のプロジェクター。
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